
平成２２年 ２月２２日現在

別記様式1

主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 詳 述 書

開設学部（学科）名〔 理学部（物理科学科） 〕

物理学プログラムプログラムの名称（和文）

（英文） Physics

１．プログラムの紹介と概要

物理科学科の提供する教育プログラムは，専門教育課程において，学生は主専攻プログラムとして物理

学における専門基礎科目と専門科目を修得しながら，次第に，宇宙・素粒子，物質，光など希望の物理学

分野における専門教育の科目を選択履修することができることを特長としています。

物理学は積み上げの学問です。本プログラムのカリキュラムは，物理学の知識・能力・技能を修得する

ため，共通科目，教養コア科目，基盤科目，スポーツ実習科目，専門基礎科目，専門科目が明快に階層化

されています。専門基礎科目までの課程では，物理学に閉じることなく理学一般に通用する基礎学力を養

成します。とりわけ，基盤科目と専門基礎科目では，教員の個性によって授業内容に濃淡が出ないよう，

内容の連続する大系化されたモデルシラバスに基づいて講義が行われます。専門課程に進むと，教員が行

っている最先端の研究を目の当たりにしながら，選択した分野における最前線を学び物理学の知識・能力・

技能を修得することが出来ます。ただし，専門課程のシラバスも物理科学科全体で吟味を重ねた内容とな

っており，授業担当教員の趣味に偏ることはありません。専門課程の学習は大学院課程への緩やかな一貫

性をもっています。物理学の基礎と直接には関連しない教養教育科目は，広島大学における教養教育の目

標を踏まえて人格の幅を広げ且つ広い視野から諸事情を俯瞰できる能力が養えるよう，その履修時期は特

に規定しません。

本プログラムは，中学校，高等学校の理科教員免許を取得しようとする者に対しても万全の配慮が施さ

れています。

２．プログラムの開始時期とプログラム選択のための既修得要件（履修科目名及び単位数等）

理学部では学科ごとの入学試験を課しており，募集要項で詳細な学科入学要件を規定しています。この

ため，本プログラムは，物理科学科入学生を主たる対象者として構築されており，物理科学科生は入学時

に本プログラムを選択します。ただし，物理科学科入学生は，次に定める高校までの履修科目に習熟して

いることを想定しています。不十分な者は，補充教育の履修を必須とします。

科目名：数学，物理

本プログラムは，全学の学生にも開かれております。物理科学科生以外の学生の本プログラム選択に関

する要件等は，転学部または転学科の規定に基づき別途定めます。

（平成 22 年度入学生対象）



３．プログラムの到達目標と成果

(１) プログラムの到達目標

本プログラムは，大学院への連続性を重視しています。本プログラムを通じて，学生は，大学院ま

での緩やかに一貫した学習を通して修士号を取得し，企業の技術職や研究職を目指すことができる知

識・能力を獲得します。あるいは，博士号を取得して大学や国公立研究機関の研究者，企業の上級研

究職を目指すことができる充実した知識・能力を獲得します。国際的な学術研究を基盤として活躍で

きるだけの英語能力を修得します。

そのために本プログラムは

１ 物理学におけるより高度な内容の学習や研究を行えるよう，また，教育界，産業界等への幅

広い就業機会の拡大が期待できるよう，質の高い教育を提供します。

２ 活発な研究活動を行っている学科として，一貫性がありかつ意欲をそそる内容の充実した物

理学教育を行います。

３ 充実した学習環境，整備された実験環境やコンピュータを含む情報設備を提供します。

４ 提供する教育内容は，常により良いものとなるよう評価点検を行います。

５ 学生自らが自分の進歩に責任を持てるよう，十分な学習支援やガイダンスを行います。

実質的な物理学に関する見識を持ち，自信をもって柔軟にその見識を活かすことができるよう

な，高い目的意識を持った学士を輩出する刺激的で楽しい学習環境を提供します。

(２) プログラムによる学習の成果（具体的に身につく知識・技能・態度）

○ 知識・理解

１ 物理数学，力学，電磁気学，熱力学，統計力学，量子力学の徹底した理解。

２ 論文読解，論文公表，学会発表などが実践できる科学英語の修得。

３ 素粒子物理学，宇宙物理学，天文物理学，固体物理学，物性物理学，放射光物理学，放射光

物性学，計算物理学などの専門分野における上記知識の活用と十分な理解。

４ 最先端科学における物理学のはたす役割を定性および定量の両面から理解。

○ 知的能力・技能

１ 物理学的問題の定式化能力とその解決力を身につける。そのために受講生は次の事項を学習

する。

（１） 適切な物理学の原理を特定できる。

（２） 問題解決のガイドとなるモデルの設定や量的スケールを推定できる。

（３） 仮定や近似を明確にしながら，得られた結果を定性的および定量的に説明できる。

２ 物理学の世界を記述する数学力を身につける。そのために受講生は次の事項を学習する。

（１） 近似の役割と数学的モデリングの意味を理解する。

（２） 測定や観測などの客観的事実と，理論計算あるいはモデル計算結果との違いを定性的

あるいは定量的に説明する。

○ 実践的能力・技能



研究計画や実験計画を立案し実行する。その結果をレポートに纏めることができる。

または，与えられた課題に対して，その結果を簡潔にレポートとして纏めることができる。その

ために学生は次の事項を学習する。

１ 課題の本質を把握することにより，適切な文献やファシリティーを利用して情報を収集し，

その解を得る道筋を定められる。

２ データ解析に適切な方法を使用することができる。

３ 解析における誤差や確度が推定できる。

４ 考察の結果として自分が到達した結論と物理学的理論を関係づけることができる。

○ 総合的能力・



(１) 学位の概要 （学位の種類，必要な単位数）

学士（理学），１２８単位

(２) 得られる資格等

○ 教育職員免許状

１ 中学校一種免許状 （理科）

２ 高等学校一種免許状（理科）

○ 学芸員となる資格

資格取得に関する詳細は，「学生便覧」（入学時配付）を参照してください。

(３) プログラムの構造

別紙２を参照してください。

(４) 卒業論文（卒業研究）（位置付け，配属方法・時期等）

○ 目的

教員が行っている最先端の研究を目の当たりにしながら，選択した研究分野における最前線を学

びます。３学年までに修得してきた物理学の知識の整理やまとめを行うとともに，卒業研究を通し

て大学院に通用する専門化した深い理解や自立した研究者として遜色のない能力・技能を獲得しま

す。

○ 概要

配属される研究室ごとに，卒業研究の内容は多彩です。指導教員の専門については，「先端物理

科学」の授業が参考となります。各研究室の卒業研究概要は，集中的なガイダンスを行うことによ

って周知します。

○ 配属時期と配属方法

１ 配属時期は，４学年開始時とします。ただし，「卒業研究着手条件」を満たす者を対象とし

ます。

２ 「卒業研究着手条件」と「配属方法」は，学生便覧掲載の物理学プログラム履修要領（入学時

配付）の「受講基準 ２」を参照してください。

５．授業科目及び授業内容

別紙３を参照してください。

シラバスは，「履修の手引」（理学部）又は「もみじ」を参照してください。

６．教育・学習

(１) 教育方法・学習方法

別紙１を参照してください。



（２） 学習支援体制

１ 学生の教育力育成

（１） ＴＡ（ティーチング・アシスタント）制

大学院の学生による学部生の教育支援制度です。学部生により身近な存在である先輩によ

り教育を受けることができます。同時に，教育を担当する学生が体験を通して教育方法を学

びます。

（２） 教員組織

１ チューター制度（教養教育チューター，学士課程チューター：１から４学年）

２ 卒業研究指導教員

３ 主専攻プログラム担当教員会

７．評価（試験・成績評価）

（１） 到達度チェックの仕組み

１ 「知識・理解」の到達度測定は各授業成績を総合した平均評価点（％）によって測定されます。

２ 各授業の成績は秀・優・良・可・不可で判定し，判定結果は半期ごとの成績表で通知します。

３ 各学年次終了後，所定の計算法により学年平均評価点(学年ＧＰＡ)を計算します。

４ 上記学年ＧＰＡが７５点以上は成績優秀者として認定します。成績優秀者の資格は，前年度に

３６単位以上（３年次生は３４単位以上）取得した者としますが，対象科目等の詳細は「広島大

学理学部における授業科目の履修登録単位数の上限に関する申合せ」を参照してください。

なお，成績優秀者に認定された場合，履修登録単位数の上限が解除されます。

５ 第１学年次に上記学年ＧＰＡが８５点以上の者は，早期卒業希望者の審査を受けることができ

ます。２学年次も８５点以上なら卒業研究受講の資格を得ることができます。

ただし，早期卒業者の卒業研究着手に関する履修基準は，標準的な学生とは実質的に異なるも

のとなるので，別途定めます。

６ 「能力・技能」に関する到達度は，個々の授業による成績とは異なり，各学年における指定す

る授業科目（例えば２，３年次の実験・演習，４年次の卒業研究）において，「能力・技能」に

関する個々の項目につき評価します。その評価結果を総合して，「能力・技能」の到達度を定量

化し，学期ごとに，もみじで通知します。

７ 「能力・技能」の測定結果は，学期ごとに更新されます。最終の到達度は，結果的に卒業時の

ものとなります。

８ 「能力・技能」の測定項目，測定方法，測定基準等は理学部学生支援室で確認できます。

９ 「能力・技能」の測定項目，測定方法，測定基準等は主専攻プログラム担当教員会が，当該プ

ログラムの到達目標に応じた原案を策定します。

10 「能力・技能」の測定方法に関する点検は，年度ごとに教員・学生にアンケート等を行い，必

要があれば学科が責任を持って改善を行います。

11 学外からの意見を，社会連携関係や入学試験関係などの組織と協力して聴取します。

（２） 成績が示す意味

別紙４を参照してください。



８．プログラムの責任体制と評価

（１） ＰＤＣＡ責任体制（計画(plan)・実施(do)・評価 (check)・改善 (action)）

計画・実施は物理学主専攻プログラム担当教員会（主任名：学科長）が行います。

評価検討・対処は，学科長が担当委員会（教務委員会）に諮問し，答申内容を尊重して学科長が

実行します。

主専攻プログラム担当教員会に所属する教員は別紙５を参照してください。

（２） プログラムの評価

１ プログラム評価の観点

物理学の標準的な内容に照らして，学生の理解度と到達度からプログラムの内容と構成を総合

的に点検評価します。

２ 評価の実施方法（授業評価との関連も記載）

評価を学生と教員の視点から行い，教員会において両視点からプログラムを点検評価します。

学生の視点では「授業アンケート」の集計結果と「学生との懇談会」における意見と要望を評

価に取り上げます。教員の視点では「担当科目の成績評価」の分析，例えば，成績分布や追跡調

査などを通して行います。教務委員が点検評価の原案を作成し，教員会の場で議論します。

３ 学生へのフィードバックの考え方とその方法

学生の理解度と到達度に関する評価から，授業方法と内容，担当教員およびプログラム構成に

ついてフィードバックします。

（１） 授業方法と内容

「授業アンケート」の集計結果と「担当科目の成績評価」の分析から，授業方法と内

容に関する見直し，または改善を担当教員に勧告します。

（２） 担当教員

教員の担当科目は適材適所が基本ですが，「授業アンケート」による評価の動向に

よって担当教員の交代を検討します。

（３） プログラム構成の見直し

カリキュラムの見直しを伴うような改訂は中長期的な視野に立って行います。軽微な変

更の場合でも，学年進行を考慮しながら，学生の理解度と到達度の向上に資するように

見直します。



別紙１

プログラムの教育・学習方法

○ 知識・理解

○ 知的能力・技能

身につく知識・理解等
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○ 実践的能力・技能

○ 総合的能力・技能

身につく能力・技能・態度等

研究や実験を立案し計画的に実行する。そ

の結果をレポートに纏めることが出来る。ま

たは，与えられた課題に対して，その結果を

簡潔にレポートとして纏めることが出来る。

そのために学生は次の事項を学習する。

（１） 課題の本質を把握することにより，

適切な文献やファシリティーを利用

して情報を収集し、その解を得る道

筋を定められる。

（２） データ解析に適切な方法を使用する

ことが出来る。

（３） 解析における誤差や確度が推定で

きる。

（４） 考察の結果として自分が到達し

た結論と物理学的理論を関係づける

ことが出来る。

教育・学習の方法

実験法および学生実験の実践的学習を通じて発

達させる。実験の準備，データの収集・解析，結

論に到る考察において，教員やＴＡとの緊密で論

理的な議論を通して能力を強化する。学術論文作

成の能力を強化するため，その構成法など実践的

技能も育成する。

評価

提出された実験レポートの内容，研究発表の

内容及び発表方法，教員との議論，口述試験を

通じて評価する。

教育・学習の方法

卒業研究，物理科学セミナー，物理科学実験，

計算物理学，インターンシップを通じて開発，育

成する。

評価

全ての講義，演習，セミナー，実験等の中か

ら，「能力・技能・態度等」の各項目を評価す

るのに適切な授業を割り当て，それらの授業に

よって測定された結果を総合して評価する。

レポートなどの課題については，その内容だけ

でなく，締め切りを守れたか，またはより短時

間で質の高い内容を構築できたかの観点から

も評価する。研究室に配属されて行う卒業研究

および公開で行われる卒業研究発表会では，指

導教員並びにプログラム担当教員が学術的達

成度及び能力・技能の獲得レベルをモニターす

る。

身につく能力・技能・態度等

１ 問題解決力

２ 研究力

３ コミュニケーション力

４ 解析力

５ ＩＴ力

６ 個人資質・態度



別紙２

プログラム構造

語の定義：

１ コア科目とは，「プログラム形成に不可欠と考えられる科目」である。物理学プロ

グラムでは，「英語」，「基盤科目」，「専門基礎科目」，「専門科目」を指す。

２ オプショナル科目とは，コア科目以外の科目を指す。具体的には，「物理学プログ

ラムの趣旨からは，（純粋に）教養的と考えられる科目，教職や学芸員など資格取得

に関する科目，ボランティアやインターンシップ等の科目」である。

３ 専門科目名に付された枝番（Ⅰ，Ⅱ，あるいは演習など）は省略する。

第１学年

第２学年

コア科目（必修には○印）

・外国語：○英語

・基盤科目：○微分学，

○積分学，○線形代数

学

・専門基礎科目：○物理

科学，○力学，○物理

数学

オプショナル科目

・教養科目：○教養ゼミ，

△教養コア科目，○情

報活用演習，○スポー

ツ実習

・教職科目：

・資格取得必要科目：

履修基準（進級基準）

なし

コア科目（必修には○印）

・外国語：△英語

・基盤科目：○物理学実

験法・同実験

・専門基礎科目：○力学，

○熱力学，○電磁気学，

○物理数学，○量子力

学

・専門科目：○物理科学

実験法，計算物理

オプショナル科目

・教養科目：△教養コア

科目

・教職科目：

・資格取得必要科目：

・物理科学インターンシ

ップ

履修基準（進級基準）

・２年以上在籍してい

ること

・専門基礎および専門科

目の２５単位以上を習

得していること

・物理学実験法・同実験

および物理科学実験法

を修得していること
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第３学年

第４学年

コア科目（必修には○印）

・基盤科目：物理科学

英語演習

・専門基礎科目：○量

子力学，○統計力学

・専門科目：△先端理

学科目， ○物理科学

実験

オプショナル科目

・教養科目：△教養コ

ア科目

・教職科目：

・資格取得必要科目：

履修基準（進級基準）

・「物理科学実験Ａ」お

よび「物理科学実験

Ｂ」の単位を修得して

いること

・卒業要件をみたす授業

科目の１００単位以上

を修得していること

コア科目（必修には○印）

・専門科目：○卒業研

究，○物理科学セミ

ナー，理学部他プロ

グラムで開講される

その他の専門基礎科

目と専門科目の授業

科目

オプショナル科目

・教養科目：△教養コ

ア科目

・教職科目：

・資格取得必要科目：

履修基準（進級基準）

・必修に指定された科

目を全て取得するこ

と

・履修表に指定する区

分の中から，各科目区

分に指定される単位

数を修得し，計１２８

単位以上取得するこ

と



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1 2 3 4 5 6 7 8

教養ゼミ 2 必修 ②

コミュニケーションⅠＡ 1 ①

コミュニケーションⅠＢ 1 ①

コミュニケーションⅡＡ 1 ①

コミュニケーションⅡＢ 1 ①

コミュニカティブ・ライティング 1 ○ ○

エクステンシブ・リーディング 1 ○ ○

オーラル・プリゼンテーション 1 ○ ○

インターミディエット・カンバセーション 1 ○ ○

メディア・リスニング 1 ○ ○

チャレンジングTOEIC(R) 1 ○ ○

情報活用演習 2 必修 ②

「パッケージ別科目」の１パッケージ
のうちから

各2 選択必修 ○ ○

「総合科目」のうちから 2 選択必修



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
1 2 3 4 5 6 7 8

物理科学Ⅰ 2 ②

力学Ⅰ 2 ②

力学Ⅱ 2 ②

力学演習 2 ②

熱力学 2 ②

電磁気学Ⅰ 2 ②

電磁気学Ⅱ 2 ②

電磁気学演習 2 ②

量子力学Ⅰ 3 ③

量子力学Ⅱ 2 ②

量子力学演習 2 ②

統計力学Ⅰ 2 ②

統計力学Ⅱ 2 ②

統計力学演習 2 ②

物理数学Ｂ 2 ②

物理数学Ｃ 2 ②

物理数学Ｄ 2 ②

物理科学Ⅱ 2 ○

物理科学演習 2 ○

物理数学Ａ 2 ○

電磁・量力演習 2 ○

物理科学インターンシップ 1 ○

物理科学実験法 2 ②

物理科学実験Ａ 3 ③

物理科学実験Ｂ 3 ③

物理科学セミナー 3 ③

卒業研究Ａ 4 ④

卒業研究Ｂ 4 ④

先端数学 2 ○

先端物理科学 2 ○

先端化学 2 ○

先端生物学 2 ○

先端地球惑星科学 2 ○

化学物理Ａ 2 ○

化学物理Ｂ 2 ○

物理数学Ｅ 2 ○

時空物理学Ⅰ 2 ○

時空物理学Ⅱ 2 ○

量子力学Ⅲ 2 ○

結晶学 2 ○

固体物理学Ⅰ 2 ○

固体物理学Ⅱ 2 ○

粒子物理学Ａ 2 ○

粒子物理学Ｂ 2 ○

宇宙天体物理学 2 ○

非平衡系物理学 2 ○

連続体力学 2 ○

物理科学特別講義 (注４） 2 ○ ○ ○ ○

計算物理学 2 ○

理学部の他プログラムで開講される
専門基礎科目及び専門科目の授業
科目

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(注５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2
以
上

10
以
上

選択必修

上記１５科目のうちから５科目１０単位以上

（注３） 専門教育科目の要修得単位数７８を充たすためには，必修科目計５４単位及び選択必修科目計１２単位に加えて，選択必修科目及び選択科
目のうちから１２単位以上を修得する必要がある。

合計 128

（注５） 卒業要件単位数は１２８であるので，各科目区分の要修得単位数(教養教育科目４２単位，専門教育科目７８単位 合計１２０単位)に加えて，科
目区分を問わず，さらに８単位以上修得することが必要である。
なお，英語以外の外国語科目は２単位までしか含めることができない。
また，以下の科目の単位は含まない。
・６単位を超過して修得したパッケージ別科目
・教職に関する科目及び教科に関する科目のうち，「物理学実験Ａ」，「化学実験Ａ」，「生物学実験Ａ」，「地学実験Ａ」
・「博物館実習」
・他学部他プログラム等が開講する専門基礎・専門科目のうち，物理学プログラム担当教員会が認めない科目
おって，Open-endな学びによるHi-サイエンティスト養成プログラムにおける「実践科目（「科学リテラシー」（２単位），「科学英語セミナー」（１単

位）及び「自由課題研究」（２単位）」は物理学プログラム担当教員会が認める科目として，「科目区分を問わない」にのみ算入することができるが，
同プログラム受講者が「科目区分を問わない」の卒業要件単位とできる単位数は，「科目区分を問わない」８単位から「実践科目」の修得単位数を
引いた数が上限となるので注意すること。

（注４） ｢物理科学特別講義」の履修については物理学プログラム履修要領を参照すること。集中形式の講義もあるので開講期間に注意すること。

選択

３年次 ４年次

必修

上記５科目の「先端理学科目」から１科目２単位以上

選択

選択必修

必修

科目区分を問わない 8

専門基礎科目

78

35

専
門
教
育

専 門 科 目

19

（専門教育）

区
分

科 目 区 分
要修得
単位数

授 業 科 目
単
位
数

履修指定

履 修 年 次 （下段の数字はセメスターを示す）

１年次 ２年次

（注３）
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